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明日をつくる 
 

 

 

辰年は、変化、成長の年と言われます。しかし、年の初めから、能登

半島地震、羽田空港火災など心を痛める災害・事故が起きてしまいまし

た。被災者の皆さんの日常生活が早く戻ることを願います。私たちにもできることを考えて行動し応援

をしていきたいと思います。 

 さて、本校の校歌には「みんな少年 花咲く樹」という歌詞があり、校歌制定の時代背景(昭和３０年) 

を考慮すると、国家の繁栄に貢献する姿を満開に咲く「花」に喩えた文脈だと考えられます。なぜなら校

歌が「明日の世界をつくるのだ」と締めくくられているからです。力強さを感じる素敵な歌詞です。 

一方で「花」という言葉は様々な表現に使われ、「念ずれば花ひらく」と言った詩人 坂村真民は、 

「小さい花でいい 独自の花であれ  小さい光でいい 独自の光であれ」という詩を遺しています。 

ダイバーシティの考え方が広がった現在において「「花咲く樹」の花は、誰も知らないところで咲くこと

もある、誰からも賞賛されないかもしれない、でも密かに自分を磨き続けることに意味があるという解

釈もできると考えます。 

一人一人の花が大輪でなくてもいい、その咲き方の違いをチカラに変えて欲しいと願っています。オ

ンリーワンの花が咲く年になりますように。今年もよろしくお願いいたします。 

 

     

（校長講話の概要）  

３学期はまとめをしたり、次の学年に向けての準備をしたりする大事な学期です。始業式には、「努力

はたし算、協力はかけ算」という話をしました。毎日、こつこつと努力を重ねていけば、きっといくらか

の成果を生み出します。例えば 1 日に３ページの計算練習を続ければ、必ず計算力がついてくるでしょ

う。当たり前に継続して取り組むことで個人の力を伸ばすことができます。つまり努力はたし算です。

「協力は、かけ算」と言われます。一人一人の頑張り方に違いがあったとしても、みんなで力を合わせれ
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・努力をする子ども（意）

・よく考える子ども（知）

・からだを鍛える子ども（体）

・仲よくする子ども（情）明けまして 

おめでとうございます 

始業式～「努力はたし算！協力はかけ算！」～ 

      

            

   

         

            

      

             

       

            

       

             

       

      
    

      



ば、それは大きな力に変わります。しかし、一人でも協力

しない人がいると、すべてが台無しになってしまうことが

あります。「０（ゼロ）の人」とは、例えば、授業中や掃除、

休み時間などみんなで活動する時に、他人事のように振る

舞う、頑張っている人をばかにする、自分勝手なことをす

るような人です。もしも、こんな人がいたら、協力して活

動できるよう声をかけて励ましたり、相談に乗ったりする

ことが大事です。  

みんなで「努力と協力」できる３学期にしていけば、きっと次の学年に向けてのステップとなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

        

           

        

           

  

島根県トップアスリート派遣事業 （１２月１４日）４年生以上参加  

ロンドンオリンピック銀メダリスト 平岡拓晃 氏（筑波大学准教授） 

開校１50周年の記念に島根県トップアスリート派遣事業を希望したところ、ロンドンオリンピッ

ク 柔道 銀メダリストの平岡拓晃氏を迎えて講演と柔道の体験活動をする機会を得ました。平岡

さんのアスリートとしての挫折や成功を聴き、努力の大切さや気持ちの強さを学びました。特に「失

敗はダメではない。失敗は誰でもするもの。失敗に向き合わないことが失敗だ。」という言葉に心を

揺さぶられた子どもたちでした。講演後には柔道の模範演技や柔道につながる鬼ごっこなどをして

楽しみました。 

この派遣事業は、２０３０年かみあり国スポの選手育成を目指しています。 

 

 

【しめ縄づくり～社会福祉協議会・PTA生活部】 

１２月１０日に社会福祉協議会と PTA の共催でしめ縄

づくりをしました。社会福祉協議会の皆様には、ずいぶん

前から藁の準備をしていただいています。たくさんの講師

の方々に、教わりながら家族でしめ縄を作りました。あり

がとうございました。 

 

【しまねガムラン学校訪問授業】 

 １２月７日 ５．６年生対象 

しまね文化振興財団主催のしまねガ

ムランのみなさんに来校していただき、

ガムラン演奏や影絵の鑑賞や、ガムラン

や影絵の体験活動がありました。見たこ

ともない楽器をさわったり、影絵を動か

したりしました。 

 

 【地域の方からいただいたしめ縄】 

☞日々の様子については、荘原小学校 HP・ブログをご覧ください。 

 


